
予算は未来への選択肢特集

田
井
中
さ
ん
　
こ
こ
は
高
଎
道
路

に
近
く
、
国
道
３
号
線
が
あ
り
ま

す
。鉄
道
も
あ
り
、交
通
の
ศ
が
良

い
の
で
、
観
光
に
力
を
入
れ
る
べ

き
で
す
。
テ
ー
マ
パ
ー
ク
誘
致
も

い
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
や
ړ
業

に
関
わ
る
事
業
者
の
方
ʑ
が
、
流

通
さ
せ
て
ൢ
路
拡
大
す
る
こ
と

で
、
特
産
品
を
̥
Ｒ
で
き
る
し
、

人
口
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

છ
໼
さ
ん
　
私
は
こ
れ
か
ら
も
福

津
に
住
ん
で
、
教
育
関
係
の
仕
事

を
し
て
福
中
で
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
教
育
施
設
の
設
備
の

充
実
や
、
子
育
て
世
代
へ
の
取
り

組
み
が
も
っ
と
あ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。
中
学
生
が
子
育
て
世
代

や
高
齢
者
に
関
わ
る
取
り
組
み
が

増
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

େ
լ
さ
ん
　
市
内
の
学
校
を
も
っ

と
ָ
し
い
場
所
に
し
た
い
で
す
。

ϋ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
、
自
分
た
ち
で

考
え
た
イ
ϕ
ン
ト
を
増
や
し
、
皆

で
つ
く
る
こ
と
で
、
学
校
っ
て
ָ

し
い
ん
だ
、
と
思
っ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
学
校
を
も
っ
と
޷
き
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
خ
し
い
で
す
。

　
も
し
も
自
分
が
市
長
だ
っ
た

ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い

か
ޠ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

田
井
中
さ
ん
　
ത
多
や
ଠ
࠻
෎
み

た
い
に
、「
福
Ԭ
県
と
言
え
ば
福

津
」
と
言
わ
れ
る
市
に
し
た
い
で

す
。福
津
市
は
真
ୄ
が
有
名
だ
し
、

お
米
や
野
ࡊ
な
ど
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
の
あ
る
特
産
品
を
作
り
、

観
光
٬
を
増
や
し
た
い
で
す
。

છ
໼
さ
ん
　
福
津
は
子
ど
も
が
多

い
の
で
、
子
ど
も
が
思
い
っ
き
り

体
を
動
か
し
て
༡
べ
る
公
園
を
作

り
た
い
で
す
。
そ
れ
と
、今
、ボ
ー

ル
༡
び
が
で
き
る
公
園
が
少
な
い

の
で
、
ボ
ー
ル
༡
び
が
で
き
る
広

い
広
場
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

େ
լ
さ
ん
　
若
者
が
多
く
集
ま

る
、
活
気
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
छ
目
に
な
っ

た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
す
る
場
所

が
な
く
、
公
園
で
す
る
と
ѱ
者
に

な
り
ま
す
。
໎
࿭
を
か
け
ず
に
ָ

し
め
る
場
所
を
作
り
た
い
で
す
。

生
徒
会
長
と
語
る

　
　
学
校
と
ま
ち
の
未
来

　
身
近
な
事
に
な
る

の
で
す
が
、
౦
中
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
つ
け
た
い
で
す
。

෢
道
場
は
、
屋
根
裏

に
ോ
が
住
み
つ
い
て

ฅ
を
落
と
し
て
困
っ

て
い
ま
す
。
す
ぐ
に

対
策
し
た
い
で
す
。

　
大
き
な
大
会
が
開

࠵
で
き
る
よ
う
な
立

೿
な
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
パ
ー
ク
を
作
り
た

い
で
す
。
市
内
、
市

外
の
若
者
が
集
ま
る

よ
う
に
な
る
と
、
ま

ち
は
も
っ
と
元
気
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
福
中
は
、
最
近
校

舎
が
新
し
く
な
っ
た

け
ど
、
体
育
館
と
෢

道
場
が
古
い
ま
ま
な

の
で
建
て
替
え
た
い

で
す
。
特
に
体
育
館

が
む
ち
Ỵ
く
ち
Ỵ
ॵ

い
の
で
、
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
た
い
で
す
。

ࢢ
಺
̏
中
ֶ
ߍ
の
ੜ
ె
会
௕
͕
議
৔
ʹ
ू
͍
ỏ
ֶ
ߍ
ͱ
ま
ͪ
の
͜
Ε
͔
Β
ʹ
ͭ
͍
ͯ
ޠ
Γ
߹
͍
ま
し
ͨ
。
༧
ࢉ
の
࢓
૊

Έ
を
ֶ
ͼ
ͳ
͕
Β
ỏ
ࣗ
෼
͕
ࢢ
௕
ͩ
ỳ
ͨ
Β
Ͳ
の
Α
͏
ͳ
ະ
དྷ
を
ඳ
͘
の
͔
ߟ
͑
ͯ
΋
Β
͍
ま
し
ͨ
。
ए
͍
ࢹ
఺
͔
Β
の

ఏ
Ҋ
ʹ
ࣖ
を
܏
͚
ͯ
Έ
ま
し
Ỷ
͏
。

生
徒
会
長
と
語
る

なぜ生徒会長に？

生徒会でやってきたことは？

೥౓͸૯຿Λ͠ࡢ　
͍ͯ·͕ͨ͠ɺ͍ࢥ
௨Γͷ׆ಈ͕Ͱ͖·
ͤΜͰͨ͠ɻΑΓશ
ੜెͷ੠Λฉֶ͘ߍ
Β͔͔ͨͬͨ͠ʹߍ
ձ長ʹͳΓ·ͨ͠ɻ

ࣗ෼͕ࢥいඳいֶͨ
Γ͔ͨͬͨ࡞Λߍ

෱ؒ౦தֶߍ
ాҪத Ꮴथ͞ん
ͨɹɹいɹ な͔ɹɹͻΖɹ ͖

　શߍੜెͷલͰ࡞
จΛಡΉػձ͕͋
Γɺۓுͯ͠͏·͘
࿩ͤͣչ͍͠ݧܦΛ
͠ɺਓલͰ࿩ͤΔΑ
͏ʹͳΓ͔͔ͨͬͨ
ΒͰ͢ɻ

੠͕਒͑ͯ࿩ͤない
ࣗ෼Λม͔͑ͨͬͨ

　ίϛϡχςΟɾϑΣελͰ͸ɺ஍Ҭͷັྗ
ΛϢʔνϡʔόʔ෩ʹ発信ɻੜెձͰ୆ຊΛ
ಐձͱΦϯϥΠϯͰଧͪ߹ΘࣇߍΓɺখֶ࡞
ͤΛ͠ɺ์՝ޙʹ࿅शΛ͠·ͨ͠ɻ఻͍͑ͨ
ςʔϚΛද͢ݱΔۤ࿑΋͋Γ·͕ͨ͠ɺ൓ڹ
͸大͖͘ɺର࿩ͷ大੾͞ͱ΍Γ਱͛Δࣗ信Λ
ಘΒΕ·ͨ͠ɻ

஍Ҭとͭな͕Δֶͼ͕ɺࣗ৴ʹͭな͕ͬͨ

学校をどう変えたい？

੎▛ߪᧃ᧫߳のㆭᛰ⢈

もしも市長だったら…
If I were the mayor of Fukutsu City.

　จԽࡇͳͲͷ行ࣄͰʮ͜͏͍ͨ͠ʯͱ͍͏੠
͕͋ͬͯ΋ɺ͜Ε·ͰͷྲྀΕͷ··ܾ·ͬͯ͠
·͏͜ͱ͕͋Γ·͢ɻΈΜͳͷ͍ࢥΛܗʹ͢Δ
ͨΊʹɺҙݟശ΍λϒϨοτΛͨͬ࢖Ξϯέʔ
τͰҙݟΛूΊ͍ͨͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻू·ͬͨ
੠͸ੜెձͰ࿩͠߹͍ɺ
ઌੜͱ΋૬ஊ͠ͳ͕Βɺ
೉͍͠৔߹ʹ͸代Ҋ΋ߟ
͑ͯɺ࣮͚޲ʹݱऔΓ૊
ΜͰ͍͖·͢ɻ

ɹࠓճͷ特ूςʔϚ͸༧ࢉͰ͢ɻݶΒΕͨ༧ࢉͷதͰ
ԿΛେ੾ʹͯ͠ͲΜͳ·ͪΛͭ͘Γ͍͔ͨɻʮ΋͠΋
ࣗ෼͕ࢢ௕ͩͬͨΒʯͱͷ໰͍ʹɺੜె会௕ͨͪ͸ਅ
Ε·ͨ͠ɻԿΛͯͬ͘ޠΛ͍ࢥɺ཰௚ͳ͍߹͖޲ʹ݋
બͿ͔Ͱະདྷ͸มΘΓ·͢ɻ議会͸༧ࢉΛͲ͏͍ͯݟ
ΔͷͰ͠ΐ͏͔ɻ࣍ทͰ঺հ͠·͢ɻ

ҙ͕޿͕ݟΔɺಈ͖ग़ֶ͢ߍ΁
校則を変えるなら？

　݈શͳ༡ͼͰ͋Ε͹τϥϯϓ΍ϘʔυήʔϜ
Λ࣋ͪࠐΈՄೳʹ͍ͨ͠Ͱ͢ɻ੍෰ͷࣗ༝౓΋
্͍͛ͨͰ͢ɻྫ͑͹ɺՆ͸ମૢ෰ͰͷొߍΛ
ͳΔ͠ɺౙ͸ϒϨβʔͷʹࡦՄ͢Δͱॵ͞ରڐ
ண୤Λࣗ༝ʹ͢Ε͹ηʔ
λʔͳͲͷ๷פணͰௐ੔
͠΍͘͢ͳΓ·͢ɻগ͠
ͷΏͱΓͰɺࣗ෼Β͘͠
ͳΔͱʹ׆ੜߍֶָ͍͠
ɻ͢·͍ࢥ

খ͞なࣗ༝Ͱɺࣗ෼Β͘͠աͤ͝Δֶߍʹ

෱ؒதֶߍ
છ໼ ૵͞ん
ͦΊɹ��΍ɹɹ͓͋い

Ε͞ࢭې಺Ͱɺߍ　
͍ͯΔτϥϯϓΛ͠
ౖ͍ͯͯΒΕͨͱ͖
ʹɺઌੜ͔ΒݴΘΕ
ଇΛߍ༿Ͱ͢ɻݴͨ
ม͑ΒΕΔͱ஌Γɺ
ձ長ʹͳΓ·ͨ͠ɻ

ੜె会௕ʹなͬͯߍ
ଇΛม͑ͨΒʁ

௡԰࡚தֶߍ
େլ ඩխ͞ん
͓͓ɹ ͕ɹɹ とΒɹ·͞

福
津
を
ど
ん
な

ま
ち
に
し
た
い
？

何
に
力
を
入
れ
て

予
算
を
使
い
た
い
？

思
い
描
く
未
来
の
私
、

未
来
の
福
津
の

カ
タ
チ
は
？

生
徒
会
長
た
ち
の

市
へ
の
思
い

の
で
す
が
、
౦
中
の

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

を
つ
け
た
い
で
す
。

෢
道
場
は
、
屋
根
裏

に
ോ
が
住
み
つ
い
て

ฅ
を
落
と
し
て
困
っ

て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
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議会の１７の視点新市長が掲げる令和７年度予算は市民の期待に応えられる
のか。予算審査特別委員会でこう分析しました。

財　政

まちづくり自主財源

子ども・教育介護･福祉

安全・安心農業

経
常
収
支
比
率
の
上
昇
等
財
政
の
硬
直
化
が
進
行

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
ల
開
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
税
収
や
地
方
交
付
税
等
の
経
常
一
般
財
源
の
確

保
が
必
要
と
考
え
る
。

∁
ࢁ

ݡ
ೋ
委
員

市
債
発
行
額
は
前
年
度
決
算
見
込
と
比
較
し
て
40
％
増

　
今
年
度
の
予
算
は
、
市
債
残
高
が
増
加
し
て
い
る
。
経
常

収
支
比
率
も
増
加
し
、
今
後
の
財
政
運
営
に
஫
視
が
必
要
と

考
え
る
。

ถ
ࢁ

৴
委
員

減
税
し
た
場
合
の
調
査
研
究
を
行
う
事
業
を
注
視

　
市
民
税
の
５
％
減
税
を
実
施
し
た
場
合
、
財
政
へ
の
影
響

や
制
度
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
有
識
者
の
助
言
を
得
な
が
ら

行
う
調
査
研
究
を
஫
視
。

ӿ
本

ത
委
員

基
金
残
高
は
87
億
円
、
債
券
割
合
が
更
に
増
加

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
の
基
金
残
高
は
減
少
。
現
༬

金
の
割
合
は
更
に
減
少
し
、
今
後
の
基
金
取
่
し
や
緊
急
時

対
応
に
懸
念
が
残
る
。

ࢁ
本

༞
平
委
員

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
に
注
目

　
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
個
人
と
団
体
を
つ

な
͗
応
援
す
る
事
業
で
、
新
た
な
可
能
性
を
創
り
出
し
着
実

に
実
੷
を
重
ね
て
い
る
。

౾
田

༏
子
委
員

地
域
の
魅
力
活
性
化
事
業
に
期
待

　
観
光
振
興
事
業
の
強
化
で
観
光
入
込
٬
数
の
増
加
を
。
ઓ

ུ
的
̥
Ｒ
活
動
に
よ
る
来
๚
者
の
市
内
଺
在
時
間
と
観
光
消

費
の
拡
大
に
期
待
。

井
ख
ޱ

஧
৴
委
員

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
委
託
料
１
０
０
万
円
を
注
視

　
寄
ෟ
企
業
へ
の
経
済
的
見
ฦ
り
は
ې
止
。
企
業
と
自
治
体

の
不
正
常
な
関
係
を
生
じ
か
ね
な
い
。
現
に
、
福
ౡ
県
で
発

生
。
今
後
の
推
移
を
஫
視
。

戸
田

進
一
委
員

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
に
期
待

　
今
年
度
か
ら
業
務
委
託
料
１
０
０
万
円
を
計
上
。
多
く
の

企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
寄
ෟ
額
増
と
、
福
津
市
の

認
知
度
向
上
に
期
待
。

େ
ࢁ

隆
೭
委
員

教
育
総
合
計
画
等
の
策
定
委
託
料
４
０
７
万
円
に
注
目

　
現
教
育
総
合
計
画
は
、
教
育
大
ߝ
と
共
に
約
６
万
円
で
策

定
。
今
回
は
約
４
０
０
万
円
増
で
外
部
委
託
。
市
民
意
見
の

反
ө
等
、
そ
の
成
果
を
஫
視
。

ࠤ
ഢ

美
保
委
員

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
補
助
事
業
に
期
待

　
こ
ど
も
食
ಊ
、
์
課
後
の
ࣉ
子
屋
な
ど
、
ډ
場
所
の
立
ち

上
げ
に
補
助
事
業
を
実
施
。
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
ډ
場
所
の
充
実
に
期
待
。

ੴ
田

ま
な
み
委
員

通
学
路
交
通
安
全
対
策
事
業
に
注
目

　
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る
校
区
選
୒
制
に
応
じ
た
安
全
対

策
予
算
。
地
域
と
協
議
し
、
通
学
実
情
に
合
っ
た
対
策
と
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

中
ଜ

ܙ
ี
委
員

地
域
密
着
型
施
設
等
の
今
後
の
整
備
計
画
に
期
待

　
認
知
症
施
策
充
実
の
た
め
、
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
く
、
؃
護
小
規
模
多
機
能
型
介
護
事
業
所
（
カ
ン
タ

キ
）
の
ૣ
期
整
備
に
期
待
。

中
ଜ

থ
代
委
員

道
路
ス
ト
ッ
ク
修
繕
更
新
事
業
を
注
視

　
肉
付
け
予
算
で
３
０
５
０
万
円
を
計
上
。
道
路
や
橋
梁
の

維
持
管
理
に
は
、
ല
大
な
事
業
費
が
必
要
に
な
る
。
優
先
順

位
を
஫
視
し
た
い
。

૔
ݩ

හ
ಙ
委
員

消
防
自
動
車
購
入
事
業
の
更
新
の
根
拠
に
疑
問

　
市
民
の
安
全
安
心
の
実
現
に
は
消
防
自
動
車
は
ܽ
か
せ
な

い
。
経
年
ྼ
化
対
応
で
、
配
備
後
ùý
年
で
更
新
し
て
い
る
。

更
新
期
間
を
見
直
し
て
は
。

ਇ

ߒ
委
員

令
和
９
年
度
開
校
予
定
新
設
小
学
校
建
設
費
に
注
目

　
過
大
規
模
校
؇
和
策
で
新
設
小
学
校
建
設
に
係
る
事
業
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
地
域
の
安
全
性
確
保
に
も
஫
視

す
る
。

ؠ
Լ

豊
委
員

持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
す
様
々
な
施
策
に
期
待

　
ງ
切
ඉ
門
改
修
、
農
道
整
備
、
た
め
஑
整
備
等
維
持
管
理

の
予
算
化
や
、
他
の
農
業
補
助
金
も
含
め
、
持
続
可
能
な
農

業
を
目
指
す
施
策
に
期
待
す
る
。

ඌ
島

෢
߂
委
員

新
市
長
の
本
気
度
が
見
え

る
政
策
的
予
算
を
注
視

　
３
月
の
骨
格
予
算
に
肉
付

け
予
算
が
加
わ
り
本
予
算
を

可
決
し
た
。
各
事
業
の
課
題

と
期
待
さ
れ
る
成
果
を
஫
視

し
な
が
ら
、
今
後
も
監
視
し

て
い
く
。中

ଜ

ਗ਼
隆
委
員
長

福津の未来を
令和７年度一般会計予算

３０２億３２
つくる
（骨格・肉付け）

１６万円

予算は未来への選択肢特集
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